





































































Wild mice as an alternative 80urCe Of
genetic polymorphism Jean-Louis Guenet
(InStitut Pasteur a Paris)
◎第 19B]総会及び第 73回関西実験動物研究会(平






昭治 (大阪市大 ･院 ･医･都市環境病理)
<維持会員ニュース>
これからの動物実験施設 ㈱夏目製作所







新規細胞子受容体について 寅鍋 昇 (京都














宮崎純一 (阪大 ･医 ･動物実験施設)
2.組換 DNA実験指針改定に伴う動物を用いる






の紹介 ㈱ケ一 ･エー ･シー
◎関西実験動物研究会会報 第 22号 平成 14年 9
月会報の日次
第 64回研究会 (平成 11年 12月3日)
特別講演 ｢疾患モデルからヒトへ-予知 ･予防
医学への責献｣ 家森幸男 (WHO 循環器疾患
予防国際共同研究センター)

















第 68回研究会 (平成 12年 12月3日)
特別講演2題
｢sL/KhマウスのPre-Bリンパ腫発生の遺伝
横構｣ 日合 弘 (京都大院 ･医)
｢サル (ニホンザル､カニクイザル)ES細胞
株の樹立とこれからの課題｣
鳥居隆三 (滋賀医大 ･医 ･動物実験施設)
会員による研究発表 (14題)













黒揮 努 (大阪大 ･医･動物実験施設)






鈴木 昇 (三重大 ･医 ･動物実験施設)
2.糖転移酵素遺伝子ノックアウトマウスを用い





1)-3) 第 68回研究会～第 70回研究会 (省略)

































の影響 間宮隆吉ら (名城大 ･薬)
2ノ＼タネズミ毛周期における毛胞脂腺系の形態
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る細胞周期解析について 増田和彦 ら (名市
院 ･医)
7.ICGNマウスにおけるネフローシス原因遺伝
子座の詳細な遺伝学的解析 趨 エリら (令
市大院 ･医)
8.成長遅延マウス DW/J･grtにおけるAdbrk2
遺伝子の解析 成 際明ら (名市大院 ･医)
特別講演 トランスジェニックラットを用い






◎静岡実験動物研究会報 第 28巻 2号 (2002年
1月発行)
巻頭青 森 誠 (静岡実験動物研究会会長)




















































石田裕子ら (金沢大院 ･医 ･法社会環境医学､
金沢大 ･がん研)
3.皮膚創傷治癒過程における TNFレセプターの




ン機能の解析 小川 智 (金沢大院 ･医 ･神経
分子標的学)
◎ニュースレター ｢ほくりく実験動物｣












No.18 2002年 6月 24日発行
北陸実験動物研究会 第 6回総会 ･第 18回研
究会案内
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1.始めに 佐藤 浩 (長崎大 ･医)
2.感染事故














































































鈴木 博 (長崎大 ･熱帯医学研究所附属熱帯
病資料情報センター)
特別講演 (市民公開講座)
野生生物学的視野からみた21世紀のポス ト
ゲノム研究一野生生物から何が見えるか?I
遠藤秀紀 (国立科学博物館動物研究部)
